


○ 管理機関による特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ○・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２） 実施状況に関する特記事項 

  特になし 

 

（３） 保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ○・実施している 

   ・実施していない 

 

  ＜特記事項＞ 

毎年、保護者や地域住民を対象として「オープンデー」や「いずみ祭」を実施し、本

校が特別の教育課程を実施している学校であることの認識を深めていただけるよう工

夫を図っている。 

また、学校のウェブサイトによる学校活動の配信、町の広報発行に合わせ「学校だよ

り」を配布している。 

 

管理機関名 把握・検証結果の公表の方針 

北海道シュタイナー学

園 
令和８年４月 30 日までに法人ホームページに公表予定 

 

○ 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

本特例は、シュタイナー教育の理念の実現を目標としている。それは、世界を自分の

心で感じ、自分の頭で考え、手足を使って行為する人間になること、そして、その行為

が真善美にかなっていることである。本特例の実施によって、児童・生徒たちは、教科

に心からの関心を持ち、自分の生活にそれを結びつけながら、生き生きとした日々を過

ごすことができている。外国人に対しても共感を持って友人になり、臆することなく自

分の意見を人に伝えることができる。 

一方、例えば「糸紡ぎ」や登山、園芸等、実際に手足を使っての作業が多く、専門性

を備えた指導者が常に必要となるため、その人材不足が懸念事項である。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 



本特例の実施により、学校活動全体に「畏敬の念」の浸透したシュタイナー教育の授

業が行われてきた。新設教科「青空教室」では、余程の荒天でない限り、適切な装備を

して山や海など自然の中に出て散策、野営等の活動を通年行うことで、自然の雄大さを

体感しながら、文明の偉大さにも感嘆する。それは世界のどこへでも出かけて何かがし

たいという意欲のある生徒が育っている。しかし、私立学校が他に存在しないため、シ

ュタイナー教育への地域社会からの理解は充分に得られているとは言えない状況であ

る。 

 

○ 課題の改善のための取組の方向性 

様々な課題を踏まえて、児童・生徒と保護者を含めた地域社会との更なる交流を深め、

人脈を広げていくとともに、シュタイナー教育に関する啓蒙、周知を行っていくことが

重要であると認識している。 

 

 


